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2012 年に実施した MT 観測をサブテーマ４で再解析し、それによって明らかになった三宅

島の地下比抵抗構造（色で表示）と本プロジェクトで得られた火山性地震の震源。A 型地

震を青丸、B 型地震を赤丸で示した。この構造から、以下のようなプロセスが現在三宅島

で起こっていると考えられる。三宅島では火口周囲の表層には岩屑が堆積し、地下水の乏

しい層で高比抵抗になっている。火口の深部から噴出してきた熱水が海抜下０～１km の領

域で水平方向に広がり、低比抵抗層が広がっている。その下は火口直下を除き、熱水の影

響がなくなり高比抵抗層になっている。また、この海抜下１km を境に、火山性地震は浅部

では B 型、深部では A 形と明瞭に分布の違いがみられる。 
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サブテーマ２－１で開発している地上設置型可搬型レーダー干渉計の試験結果の例。筑波

山テストサイトにおいて再設置による繰り返し観測を実施し、データ取得期間が５か月で

も干渉が得られることを確認した。 

 

サブテーマ２－２で開発している赤外線領域の異なる波長帯を計測し温度とガスを可視化

する小型温度ガス可視化カメラ（SPIC）。多眼多バンド赤外カメラから構成される異なる特

性を有する各種 SPIC プロトタイプ（耐環境型）を実現した。 

  

SPIC-UC(4VGA) Prototype SPIC-UC(2XGA/2VGA) Prototype SPIC-C Prototype

カメラ本体
（耐環境型）

三脚搭載
仕様


	①表紙（課題B）
	②口絵・はじめに・目次
	③－０課題の概要・研究体制
	③－１サブテーマ１
	③－２サブテーマ２
	③－３サブテーマ３
	(b) 担当者
	(c) 業務の目的
	(e) 平成31（令和元）年度業務目的
	1）火山ガス中マグマ起源成分観測技術の開発
	ａ）プロジェクトの総合推進
	ｂ）マグマ起源ヘリウム測定に関わる技術開発
	ｃ）熱水の兆候を示す底層水の採取法の検討
	ａ）噴煙試料の水蒸気同位体比分析に関わる技術開発
	ｂ）自動噴煙試料採取装置の製作


	(2) 平成31（令和元）年度の成果
	(a) 業務の要約
	(b) 業務の実施方法
	1) 火山ガス中マグマ起源成分観測技術の開発
	a) プロジェクトの総合推進
	b) マグマ起源ヘリウム測定に関わる技術開発
	c) 熱水の兆候を示す底層水の採取法の検討
	a) 噴煙試料の水蒸気同位体比分析に関わる技術開発
	b) 自動噴煙試料採取装置の製作


	(c) 業務の成果
	1) 火山ガス中マグマ起源成分観測技術の開発
	a) プロジェクトの総合推進
	b) マグマ起源ヘリウム測定に関わる技術開発
	c) 熱水の兆候を示す底層水の採取法の検討
	a) 噴煙試料の水蒸気同位体比分析に関わる技術開発
	b) 自動噴煙試料採取装置の開発

	3) 火山の地球化学的モニタリング（再委託先・東海大学により実施）

	(d) 結論ならびに今後の課題
	(e) 引用文献
	(f) 成果の論文発表・口頭発表等
	(g) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定
	1) 特許出願
	2) ソフトウエア開発
	3) 仕様・標準等の策定


	(3) 令和2年度業務計画案
	1) 火山ガス中マグマ起源成分観測技術の開発
	ａ) プロジェクトの総合推進
	ｂ) マグマ起源ヘリウム・二酸化炭素測定に関わる技術開発
	ｃ) 熱水の兆候を示す底層水の採取法の検討
	ａ) 噴煙試料の水蒸気同位体比分析に関わる技術開発
	ｂ) 自動噴煙試料採取装置の製作



	③－４サブテーマ４
	④活動報告

